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潟
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潟
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句
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潟
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．
と
菅
」
誌
苓

ロ
セ
ノ
、
「
み
ず
み
ウ
寸
侠
ム
え
L
X
4
フ
花
。
干
潟
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。
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潟
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マ
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台
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、
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潟
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潟
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潟
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潟
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〉
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。
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句
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－
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＋
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／
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入
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＼
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介
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／
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潟
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潟
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じ
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て
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ぐ
り
人
借
り

・3
民
＋
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現
在
、
三
十
三
訟
の
広
さ
の
谷

浄
干
潟
か
ら
建
築
廃
材
な
ど
の
大

型
の
ゴ
ミ
は
盗
を
消
し
、
ま
た
森

田
さ
ん
ら
の
済
制
作
業
を
み
て
、

今
は
も
う
干
潟
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る

人
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い
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く
な
っ
た
。

こ
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午
後
一
時
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田
さ
ん
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潟
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。
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潟
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。
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潟
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潟
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。
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入
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＋
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。
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／
＼
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＜
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｜
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／
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仏
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潟
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司
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潟
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佐
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。
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台
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。

使
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マ
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＼
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句
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悶
ウ
マ
旧
師
l
ウ

7
L

く

3
。
り
り
ス
ポ
ー
ク
ア
あ

30

3
と
ご
に
、
古
寸
う
い
し
マ
コ

E
ア
1
γ
」
呼
ば
片
ノ
マ
d

ざ
の
を
切
な
L
た
。
ハ
マ
ヒ
ル
介
オ
は
、
今
左

常
一
り
に
咲
り
て
り

3
。
あ
台
古
木
・
苅
か
、
l

フ
波
打
ち

際
ま
で
れ
助
メ
ー
ト
ル
。
ー
巣
の
v
斤
め
巾
は
お
メ

ー
ト
ル
で
、
長
マ
初
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
あ

J

3
。
と
の
治
決
は
路
加
は
叶
ム
ヰ
墳
、
サ
、
v
bい
川
ハ

イ
プ
か
パ
フ
之
助
ノ
か
吐
耳
、
A
A
守
＼
胤
「
に
り
た
。

し
か
L
、
調
査
の
結
果
、
か
ぶ
り
の
薮
の
』
采

か
奥
芝
ゑ
り
に
来
た
人
に
よ
「
せ
九
じ
ノ
マ
れ
「
L

川
フ
h

曜
の
ず

h
ふ
υ
フ
L
R
A
D
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可
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U可
f
b
由
｜
叫
刷
、
窓
子

谷
津
干
潟
愛
誇
研
突
会
一
仰
一
Z

G

l

〒
部
習
志
野
市
谷
津
千
七
七
鵬
荘
E
号
一
説
一
ゴ
位

電
話

O
四
七
四
l
u
l
五
O
四
四
一
費
一

l
l
陀

支
責
森
田
三
、
専
一
会
一
分
内

と、、
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先 338号

る 十佐、 古ヂ昨

境

問

り
す
ん
ぐ
下
が
、
彼
じ
ノ
の
続
%
の
ナ

げ
マ
，
hv
く
の
で
あ
7
0
P

ブ
啄
7
4ぃめ
7
d
D

一歩
＜
口HA
一芝
三
か
い
う
、
何

匹

谷
本
干
潟

？
は
、J
ご

示

日取
J
F
｝
＼

ど

fA
℃
斤
一

あ
一
み

り

は
エ
ラ
？

、十ムノ
ょ
こ
／
＼

悲
ノ
リ
マ
υ
ζ
。

合

引

の
祈

で
は
、
一ニ
殺
ど
か
の
よ
う
た
併
ー
ス
乙
一見

ソとの
ト
ピ
ハ
ヤ
か
仰
い
よ
ん
／
＼

7
d

の
ふU
4ーに
一三〆
θ

よ
フ
に
鬼
九

一／
。心

ハ
シ
ポ

γ
ミ
吋
人
ナ
日
べ
ド
ソ
で
あ

／

U

。
ク
リ
ノI
J
作
較
の
時
、
ぶ
洋

干
潟
で
死
体
左

q
羽
田
丸
フ
け

た
G

mA
VT
ぺ
牲
の
‘忍
ソ
色
却
で
考
マ0

0

皆、
外
傷

は
ふ
り
。
え
用
、殺
意

4

め主一
待
ずいノ、

プ
四
九
い
同
ノ
蒸
t
d

一（
来
た
し
之
の
息
絡
か
あ
フ
十
円
九
。

γ
ん
因

調什百一求
、貰巾

1

衰
の
海
ム
丘
け
に

た
／
4
d

lゎ～
ψ

ハ
ード
で
り
た
白
時
々
＼

ふ
孝
子
為
仁
扱
－刻一
伶
人
？
ハW3
ρ

渡
ウ
た
所
に
エ
サ

Auaく
そ

s

’l

γ
一は
恥
主
的

制
的
に俗
JV
Aよ

AAγ
カ
り
ほ
ん
色
’ぷ

被
L
ノ
崎
、

了
、ど
を
γ

色
そ
の
生
活
豆
坪
に
ゑ
リ
、父

一く

し
昔
、
7
0
則
サ
ノ
、
／分
十／
－隠
（
＼
卵

左

差

へみ、
私物

色
川
市
川
仇
川
、前
、か
いaL
ノ／
具
芝
、マ
リ
アR
1
70
為
Kο

：字真珠、イ共



／マネルJ展示

た
く
寸
」
ん
の
ノ
ハ
内

J

目
八
ハ
マ
く
人
た

6
R
Z
B
（
日
）
。
ー
袖
4

ノ
浦
の
人
主
足
v
f
｝
け
つ

L
ょ
に
コ
ミ
守
口

E
－
勤
に
参
加
し
ま
ー
に
た
。

町
会
か
い
う
俊
寛
快
ち
ん
ふ
宇
史
人
乞
坊
の
津

3J8 

四
津
、
官
防
殺
の
ゲ
－

7
L
2甲
寸
ム
－
フ
に
、
技

庁
立
す
よ
う
に
l
マ
ゑ
一
爪
L
た
の

Z
！。

( 6 ) x共ジサ シーーー，ノコ
一一

業
ブ
〈
り
ー
六
村
佐
川
ノ

コ
ア
グ
サ
こ
／
’
－
Y

口
十
い
り
・
コ
寸
ぃ
ー
ソ

は
、
直
歪
円
仇

1
印
仇
ハ
何
一
的
、
吾
、
め
ん
初
刊
の

宍
之
官
炊

τ。

3
～
智
之
さ
、
丈
体
内
川
い
よ
う

に
作
フ
寸
り

30
で
戸
」
、

v
ー
の
う
ぢ
に
ぎ
旬
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指でざんの匁 l二、イ司令宿リました弓、キ寄っ工来ーて不在大ーと下ざし〉よ。
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/; 

ぶ
洋
一
寸
潟
花
壇
/; 

字
音
大
右

r一
円
明
、
＋
め
ず
ま
窪
1
M
存

t
Lず
L

め
柱
ホ
ツ
夜
不
に
ア
ィ
，

c
ー
を
砲
、
入
3
両
l
村

守
、
，
人
。

y
l
、
の
下
は
、
や
か
マ
カ
府
十
ヤ
の
桝
左

作
3
ん
が
ハ
V

〕
ベ
野
利
～
、
に
か
砲
、
入

t
Lた

o

ZJ
古
ス
左
上
は
、
去

4
ォ
、
う
勾
く

A
V」ヤ

っ
て
く

A
「
t
り

3
野
村
守
ん
晶
子
マ
す
＠
踏

ま
dm
て
し
ま
う
か
い
フ
〉
」
、
角
材
を
拾
っ
可
来
て

C
ホ
は
苗
ザ
／
で
す
す
、
や
か
マ
、
緩
衝
海
村
ベ
4
Y｝

令
め
、
季
節
1

祈
り
／
＼
に
、
草
花
井
」
主
持
慨
深

ム
A
t
A

マd

よ
う
に
し
た
り
芝

mv
マ↓
7
b
q

り

τん
ふ
制
約
左
中
め
り
ま
L
よ
、
フ
か
、
ー

の
出
ー
で
、
句
γ
」
介
d

／盲
人
ケ
達
？
品
A
1
A
マ
。
ご
℃
＋
と
し

た
り
で
ソ
つ
／
八
、
け
勺
こ
う
り
ま
ん
い
L

ヤ
ぷ
い
り
マ

ワ
ク
土
作
り
、
コ
ス
モ
ス
て
ヒ
セ
ワ
リ
士
殖

、ス「
t
・り

3
0
忽
J

古
久
出
ー
は
斗
私
自
か
、
下
は
ロ
ト
京
協
午
、

ー
に
よ
う
す
。

め
ず
か
志
、
マ
ヤ
や
か
る
h
M
力
カ
の



日
バ
酒

よ
り
コ
付
徳
近
郊
緑
地
特
別
保
全
は
空
気
中
の
間
泌
が
い
っ
ぱ
い
と

地
区
」
に
揖
足
レ
、
平
潟
や
服
地
け
て
お
り
、
さ
げ
削
の
時
に
は
空

を
造
成
し
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
気
が
犯
の
す
さ
ま
に
入
り
と
む
。

駒
場
等
を
除
い
た
区
域
を
県
設
行
そ
し
て
太
則
は
さ
ん
さ
ん
と
ふ
り

徳
鳥
獣
保
設
区
と
し
保
純
の
対
欽
そ
そ
ぐ
。
有
機
物
と
栄
益
分
と
酎

と
し
た
。
長
年
の
懸
案
の
谷
津
干
災
と
光
が
T
分
に
あ
れ
ば
、
パ
ク

潟
も
、
環
境
庁
が
鳥
猷
保
挫
区
を
テ
リ
ア
や
部
矧
の
よ
う
な
微
生
物

設
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
向
と
が
平
協
の
表
面
に
繁
茂
す
る
。
こ

東
京
消
を
む
す
ぶ
水
路
も
河
川
法

に
も
と
づ
い
た
管
理
に
よ
っ
て
行

－
っ
と
と
に
な
り
、
保
綬
の
見
通
し

が
つ
い
た
。

平
潟
は
野
鳥
の
天
国
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
陸
と
悔
の
製
鈎
也
伊

く38>

失シサーや

ーー〆
ーヲ
ノコ ） ワ、と

君
た
ち
の
伺
は
充
分
だ
と
い
う
の

か
い
。
（
後
略
）

l 

カ
イ
な
ど
の
底
生
同
物
や
ボ
ラ
、

ハ
ゼ
な
ど
の
魚
矧
も
生
息
し
て
い

る。
己
の
平
山
耐
は
サ
ギ
科
五
組
、
ガ

ン
カ
モ
科
十
組
、
チ
ド
リ
科
五
刷
、

シ
ギ
科
十
七
組
、
カ
モ
メ
科
六
租

埋
め
、
豆
て
売
仇
／
ヨ
＝
J

h

鴨
つ
に
は
、
＋
め
ち

こ
ま
ノ
で
力
ル
ガ
モ
庁
冶
木
＋
と
作

3
0

各
手
の
こ
と
で
は
あ
3
升
J

、
必
ず
ノ
ヒ

ナ
左
蓮
ホ
た
拘
ル
ガ
モ
句
、
親
手
左
目
ん

3
。
当
ん
は
、
＋
ス
手
り
乃
木
古
寸
〉
］
A
勺
牟
の

哲
寸
か
混
危

L
「
L
川
「
L

、
会
り
本
円
句
、
T
P

く
ぶ
り
、
マ
ハ
ム
え
り
午
一
り
蕊
九
フ
マ
ぷ
り
ょ
う

る
ヨ
』
『
／
野
、
官
寸
尺
で
あ
3
。

化
の
場
と
し
て
－
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
川
に
よ
っ
て
陣
地
か
ら

の
い
ろ
い
ろ
な
有
機
物
や
栄
養
物

が
干
潟
に
流
れ
こ
み
、
あ
げ
潮
の

時
は
海
か
ら
遊
ば
弘
之
る
0

ひ

き
潮
の
時
は
こ
れ
急
活
空

に
残
さ
れ
、
平
潟
は
陸
よ
と
海
か

ら
の
い
ろ
い
ろ
な
物
質
の
吹
き
だ

ま
り
に
な
る
。
上
げ
潮
の
時
に
干

潟
に
興
い
よ
く
流
れ
こ
む
海
水
に

れ
ら
を
削
に
レ
て
ゴ
カ
イ
の
よ
う

な
土
の
中
の
動
物
（
底
生
動
物
）

が
叩
え
る
。
シ
ギ
や
チ
ド
リ
は
ゴ

カ
イ
の
さ
つ
な
民
生
動
物
を
飼
と

す
る
。シ

が
や
チ
ド
ヤ
が
聞
を
つ
い
ば

ん
で
い
る
光
以
は
自
黙
Mm
観
と
し

て
好
ま
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
陸

－
 

平
潟
は
水
鳥
の
楽
園

来
は
高
－
忍
あ
伽
住
で
、
結
爪
音
寸
や

ィ
寸
丹
市
＼
の
穂
、

Y
Lづ
＼
？
七
左
使
、
フ
。

印
げ
は
ゆ

L
U
旬
。
ょ
っ
ト
り
大
？
あ

マα
。
ヒ
ナ
の
墳
は
ゆ
明
り
一
間
後
り
マ
d

ず、

品
川
－
長
す
3
湖、

JVZん
広
州
内
献
の
為
、

無
事
袋
町
、
3
の
は
2
7、
3
mし
か
ふ
り

9

人
間
ヤ
界
大
に
法
フ
た
時
、
ヒ
ナ
サ

Q
ノ
丞
ず
け
7
0
為
に
裁
は
様
、
匂
と
す
3
0

7Kの上主歩くんだ、づ＼

と
拘
を
浄
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
平
J

間
九
お
け
る
浄
化
の
士
疫

は
な
ん
と
い
っ
て
－
も
ほ
生
刷
物
の

ゴ
カ
イ
で
あ
る
。

0
・一

句
の
空

胞
な
ゴ
カ
イ
は
、
一
日
に
乾
蝋
盟

店
。
豆、L
6
汚
凶
物
群
盃
ベ
、

約
半
分
を
フ
ン
と
し
て
排
出
す

る
。
ま
た
平
潟
に
生
え
て
い
る
ア

シ
の
穏
や
茎
は
、
水
の
申
の
汚
別

物
を
こ
し
て
志
ゼ
浄
化
す
る
。
と

の
汚
濁
物
を
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
が
食

し
、
と
の
カ
ニ
や
烏
が
た
ベ
る
。

己
こ
で
は
食
物
述
鎖
に
よ
っ
て
干

潟
は
見
製
に
浄
化
の
役
制
を
果
た

し
て
い
る
。

と
の
よ
っ
に
平
潟
は
、
微
生
均

，ゴ
カ
イ
、
カ
ニ
、
水
鳥
な
ど
の
食

物
連
鎖
と
い
う
迎
叫
プ
レ
イ
に
よ

り
、
日
本
の
悔
と
陸
を
浄
化
す
る
。

し
か
し
平
潟
も
よ
ご
れ
す
ぎ
る

と
、
微
生
物
も
、
ゴ
カ
イ
有
力

ニ
も
生
存
で
き
ず
、
水
制
も
よ
り

つ
か
な
く
な
る
。
芸
託
委
」
干

潟
は
死
ん
で
椴
能
を
果
た
さ
な
く

な
り
、
浄
化
の
役
に
立
た
な
い
。

宗
υい
開
総
の
た
め
に
、
平
潟
を

い
つ
ま
で
も
表
レ
く
生
か
し
て
お

か
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
元
千
繋
県
農
業
試
験
場
長
）

で
与
や
ま
や
ま
も

千葉日報

昭和 60+6R22B 
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η
l
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H
M
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出
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溶
子

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

川

一

E
1

一Tm
背
志
野
市
谷
津
一千七
1

七
鵬
荘
E
号

－

1
一：

ι

電
話
。
四
七
四
luω

！
五
O
四

四

菅

〈

一

刊

文

責

森

田

三

、

両

会

一

余

門

と

生キミ＼

E
の
遣
の
括
監
の
允

海
に
ど
っ
マ
、
干
潟
ヤ
走
、
バ

2
砂
ば
正
L
く

ク
子
守
ψ

ぶ
の
で
す
。

ま
か
ト
本
か
少
牟
の
墳
、
ぶ
津
干
潟
か

J
山

内
J

ん
ど
し
〉
」
－
叶
ザ
品
川
、
ト
H
L
、
つ
オ
や
太
占
有
ぐ
る
力
メ
、

タ
γ
ノ
オ
ト
ミ
／
プ
？
サ
ヨ
川

elee

－－ノケ
チ
ブ
か
み
寸
ゑ

パ
ペ
「
L

ハンド
h

墳
。

J
漁
均
し
〉
二
邑
ラ
マ
海
哀
が

U
／

ヤ
ル
グ
ル
の
よ
う
に
仕
｛
い
り
長
ヲ
「
k
U

マo
v
所
か
あ

リ
ま
し
た
。
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1985.6.30 今
、
谷
津
干
潟
に
あ
っ
マ

ヨ
－
－
／
野
ヤ
水
足
の
字
、
，
rl、の
B
ー
の
潮
溜
ク

ヤ
波
、
木
mw

授
、
堤
防
的
ノ
ス
記
、
・陶柏
Y
F
A
垣
の
？

と
除
こ
こ

vt、
力
～
一
ヤ
ハ
ヤ
、
V
4
1
L

寸
ゴ
カ
イ
ヤ

ヤ
い
カ
リ
＋
毘
ク
友
一
卵
場
で
も
め
り
、
土
小
人
一
刻

産
め
五
づ
川
町
V
」
ぷ
フ
「
L
U
Z
め
マ
す

D

ク
リ
｜
、
ν
件
較
の
崎
、
ヨ
ニ
／
野
の
守
に
入

つ
「
ふ
っ
た
り
決
木
を
ど
介

J

す
yu
、
合
ん
や
戸
一
一
の

ホ
ん
竹
引
か
、
つ
い
L

ヤ
／
＼
〉
」

U
Z
の
？
＋
4
ノ。

外
敵
か
い
「
ノ、守山片
／A
：
風
ヤ
汲
さ
来
る

V
）

ご
こ
V
4
t

＼
ク
谷
津
子
治
相
の
子
守
乙
ハヱりづしす

c

自
主
た
る

υ
、
人
的
注
士
〔
忌
中
と
仏
外

J

る
い
リ
、
陪
く
マ

いL
め
い
し
し
め
し
た
所
か
、
干
潟
士
夫
、
入
て
り
ま
す
jo

理
A
V
主
勺
L

尺
介
ご
め
に
あ

J

玄
と
こ
は
、
宿
泊

引

4mv呑
よ
り
‘
ゴ
＼
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